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委託業務内容の詳細は下記のとおりであるが、業務内容または業務数量に変動が生

じたとき、その他、仕様書に定めのない事項等疑義が生じた場合は、地方独立行政法

人新小山市民病院（以下「当院」という。）と受託者の双方が協議のうえ決定する。  

 

１．（業務運営） 

（１）業務運営の総括  

    受託者は、受託する業務が治療行為の一環であることを十分認識し、業務運営

において当院に協力及び貢献をし、患者サービスの向上に努めること。  

（２）委員会及びチーム医療  

ア  受託者は、当院の求めに応じて総括責任者等が栄養委員会に出席すること。 

イ  受託者は、当院の求めに応じて総括責任者等がＮＳＴ褥瘡委員会及び栄養管

理部門が関係する委員会等に出席すること。  

ウ  受託者は、委員会等の提案や改善事項について、速やかに対応すること。  

（３）院内連携  

ア 受託者の総括責任者は、受託業務に係る院内各部門への連絡、また、各部  

門からの連絡に適切に対応すること。  

イ 受託者の総括責任者は、受託業務に係る院内各部門との調整が必要となっ 

た場合は、必要に応じて当院の栄養管理部門の担当者と協議の上、適切に対応

すること。  

 

２．（業務評価）  

（１）受託者は、当院が行なう委託業務に関連する患者への諸調査（嗜好調査、喫食

調査、残食調査等）の企画及び実施について協力するとともに、その結果の評価

及び活用についても適切に対応をすること。  

（２）受託者は、検食評価用紙を作成し、検食担当者に記入を依頼すること。  

（３）受託者は、検食のための調理、配膳及び下膳を行うこと。  

（４）受託者は、検食を実施し、その評価を当院に提出すること。  

（５）受託者は、その評価を受託業務に活用し、改善すべき点は速やかに対応するこ

と。  

（６）受託者は、上記の対応について記録し、当院に報告すること。  

（７）検食の食種及び食数は、当院の指示に基づくものとする。  

 

３．（伝票、帳票及び各種書類等の作成並びに確認、整理及び保管管理等） 

（１）受託者は、当院が発行する食事の指示に基づき、適切な食事提供をすること。 

（２）受託者は、食数管理、献立管理及び材料管理等受託業務に関する食事提供に係

る帳票類を作成し、適正に整理保管すること。なお、作成した帳票のうち当院の

指示するものは、当院の確認を受けること。  



（３）業務に係わる伝票、帳票及び各種書類は、別記「関係帳票類一覧表」に掲げる

とおりとする。  

（４）受託者は、その他必要に応じて当院が作成を求めるものについては、これに応

じて作成、当院の確認を受けて提出すること。  

 

４．（献立管理）  

（１）受託者は、別記「約束食事箋抜粋」及び食事指示内容に基づき、当院の指定す

る日までに献立を作成し、当院の承認を受けること。  

（２）受託者は、献立修正の指示があった場合は、当院と協議のうえ速やかに対応し、

その対応を記録し、当院に報告すること。  

（３）受託者は、医師の指示のよる特別な栄養基準及び形態等の食事についても速や

かに対応し、その対応を記録し、当院に報告すること。 

（４）受託者は、リハビリテーション期、嚥下困難、咀嚼困難、ターミナル期及びそ

の他喫食不良等の患者に対する食事について配慮し、適切に対応すること。 

（５）受託者は、ゼリー食、ソフト食及びミキサー食等、食品の原型をとどめず、見

た目に判別がつきにくい食事の献立については、喫食者に判るよう情報の提供を

行うこと。 

（６）受託者は、咀嚼機能に問題を有する患者に対する食事について配慮し、適切に

対応すること。 

（７）濃厚流動食及び栄養補助食品等の品目は、当院の指示に基づくものとする。 

（８）受託者は、喫食量等の低下により経口または経腸からの栄養摂取量が低下して

いる患者に対しては、必要に応じて各種濃厚流動食や栄養補助食品等を単独ある

いは食事と併用して補助食として提供し、栄養改善に努めることができるよう配

慮すること。 

（９）受託者は、献立作成において、季節感を考慮して２８日サイクルとする。献立

の中には、旬の果物を週４回以上、デザートは週３回以上盛り込むものとする。

また、パンは週２回とし、味付ご飯または麺類を週１回盛り込むこと。 

（１０）受託者は、患者等への諸調査（嗜好調査、残食調査、喫食調査等）及び検食

の評価等の結果を活用するとともに、嗜好にも配慮した献立作成に努めること。 

（１１）受託者は、祝日及び季節行事等に行事食の提供を実施して献立等に変化をも

たせるとともに、メッセージカードなどの利用を図り、食事サービスの向上に努

めること。 

（１２）受託者は、産婦人科が再開した際には、産婦への食事について、出産のお祝

いにふさわしい食事の提供等、特別に配慮をした食事を提供すること。 

（１３）受託者は、離乳食、幼児食、小児食等について各年齢等にふさわしい食事の

提供等、特別に配慮した食事を提供すること。 

（１４）受託者は、食物アレルギーのある患者に対して、アレルギー原因物質が混入

しないよう細心の注意を払って献立の作成を行い、また患者へ献立を提示する



こと。また、小児食においては、卵、そば、魚卵、山芋、牛乳、イカ、落花生、

ゴマ、小麦、タコ、ナッツ類を除去した献立（アレルギー定型除去食）にする

こと。これらの献立を作成する場合は、専門医の指示に基づき作成すること。 

（１５）受託者は、複数の献立からなる選択メニュー方式による献立の作成を行うこ

と。 

（１６）受託者は、選択メニューの対象食種以外の食種にも、朝食においては和風（ご

はん食、お粥食）及び洋風（パン食）等の希望に応じることが出来るよう、可

能な限り献立上の配慮を行うこと。 

（１７）受託者は、選択メニューの実施に関する事務を行うこと。 また、患者配布

用選択メニュー記入用紙を作成すること。 

（１８）受託者が策定する予定献立と実施献立は同一であること。ただし、当院がや

むをえないと認めた場合は除く。  

（１９）受託者は、作成した献立を院内に掲示する等周知に努めること。また、求め

に応じて献立表の提供等を行うこと。  

（２０）受託者により作成された献立は、当院の栄養食事指導及び研修等に活用でき

るものであること。 

（２１）受託者は、材料調達等でやむを得ない事情により献立の内容を変更する場合

は、事前に書面により当院の承諾を得なければならない。 

（２２）受託者は、ドック食「おやまのめぐみご膳」を１１時３０分に提供すること。

また、当院の要望に応じて食数の変更に対応すること。 

（２３）受託者は、実施献立表と給与栄養量を当院に提出すること。 

（２４）受託者は、入院中に誕生日を迎えた患者（前日１６時に入院している患者）

に対し、当日１５時にお祝いのメッセージを添えたケーキと紅茶を提供するこ

と。 

（２５）受託者は、患者の個人対応に応じることができる体制をとること。 

（２６）受託者は、小児患者家族の付添食を提供すること。 

（２７）受託者は、特別室患者への食事は陶器の食器で提供すること。 

（２８）委託期間中に新規食種の追加など「約束食事箋」に変更が生じた場合は応じ

ること。 

５．（食数管理）  

（１）受託者は、当院の食事の指示に基づき、食数の集計、食札の作成及び管理を

行うとともに、そのデータを献立作成業務、材料管理業務、調理作業業務及び

統計処理等に適切に活用すること。 

（２）受託者は、上記業務の用に供した関係情報等の管理を適切に行うこと。  

（３）食事に関するオーダの締切時間について  

ア 入院基本オーダに係る患者の移動情報に伴う情報については、発生源にて常

時入力可能であり、締切時間は設定されていない。  

イ  食事オーダの締切時間  



（ア）朝食は前日の１６時３０分まで。 

（イ）昼食は当日の１０時３０分まで。 

（ウ）夕食は当日の１６時まで。 

なお、締切時間が過ぎた後の、電話連絡による食事変更は対応すること。 

（４）受託者は、当院の食事に関する指示について即座に対応すること。  

 

６．（材料管理） 

（１）受託者は、安心、安全な食材を自社で調達あるいは納入できる業者を選定する

ことは勿論のこと、非常事態等に備え、複数の業者からの購入等、安定的に食材

の確保が出来るように努めること。なお、当院は必要に応じて受託者を指導でき

るものとし、受託者はその内容を尊重すること。  

（２）受託者は、価格のみの比較によって単に安価な食材を使用することなく、病院

給食に使用することに疑義があるもの、若しくは、新たに問題を指摘されるに

至ったものはすべて排除し、安全、安心な食材による給食を提供すること。  

（３）受託者は、各々の食種に適切な食材を使用することによって、治療効果の向上

に最大限の配慮をすること。 

（４）受託者は、アレルギー食品を除去するため、すべての加工食品の原材料をメー

カーに確認し、明確に把握すること。アレルギーによる重大な事故を防ぐため、

新規に使用する食材は必ず事前に確認を行い、未確認の食材は絶対に使用しない

こと。  

（５）精米については、当院が調達するものとする。 

（６）受託者は、食材料の調達における発注事務を行うこと。  

（７）受託者は、献立及び入院患者数（予備食数を含める）に基づき適正な量を仕入

れること。  

（８）受託者は、生鮮食品は鮮度を保って調理し、かつ提供できるよう納品日に配慮

すること。  

（９）受託者は、食材の品質の低下をまねかないよう適切な検収を行うこと。  

（１０）受託者は、食材の検収にあたっては品温、期限、包装、鮮度、異物、産地等

を記録して当院に提出し、必ず当院の承認を得ること。 

（１１）受託者がすべての食材の検収を行うが、当院が必要に応じて立ち会うことが

できるものとする。  

（１２）当院は、随時品質確認を行い、必要に応じて受託者を指導できるものとし、

受託者はその内容を尊重すること。  

（１３）受託者は、食材料の品質管理及び在庫管理を適正に行うこと。  

（１４）受託者は、食材料の温度、湿度及び衛生状態に十分注意し、保管すること。  

（１５）当院は、購入先及び購入量等を確認し、必要に応じて受託者を指導できるも

のとし、受託者はその内容を尊重すること。  

（１６）受託者は、食材料の出納について記録し、当院の点検を受けるものとする。  



（１７）受託者は、当院や関係機関の実地調査等に対応できるよう、各種伝票を適正

に整理及び保管をすること。  

 

７．（調理作業管理） 

（１）作業仕様書  

ア 受託者は、調理作業の段階毎に作業仕様書を作成し、当院の確認を受ける 

こと。  

イ  受託者は、作業仕様書に基づき処理をした業務の実施状況及び管理点検結

果を書面にして、当院に報告し確認を受けること。  

ウ  受託者は、大量調理施設衛生管理マニュアルに基づき処理をした業務の実 

施状況及び管理点検結果を書面にして、当院に報告し確認を受けること。  

（２）調理  

ア  受託者は、調理作業はすべて献立表に基づいて行うこと。  

イ 受託者は、常に安全な食事の提供に努めるとともに、患者の満足を得られる

調理や盛り付けに配慮すること。  

ウ 受託者は、従事者の業務分担の表示および作業計画書を作成し、当院の確認

を受けること。  

エ  受託者は、作業の実施状況が明らかとなる記録を作成し、当院に報告して確

認を受けること。  

オ  受託者は、各業務の管理点検記録を作成し、当院に報告して確認を受けるこ

と。  

カ  受託者は、調理業務全般にわたり、衛生管理対策として大量調理施設衛生管

理マニュアルを遵守し、業務を行うこと。  

キ  受託者は、調理作業にあたり食材料の出庫、下処理、調理、盛付、配膳トレ

イへのセット、配膳車への格納および病棟への配膳の各段階において品質管理、

衛生管理に十分配慮して業務を行うこと。  

ク 受託者は、当日の調理を原則とするとともに適温調理に努めるものとし、加

熱調理等の調理終了後は、可及的速やかに盛付作業から配膳作業までを行い、

調理終了後から２時間以内に喫食出来るよう業務を行うこと。  

ケ  受託者は、食材料の出庫については適正量を出庫すること。  

コ  受託者は、食材や調味料等の目安量は適正に計量し、味付けは病院食として

相応しい薄味を心掛けること。 また、既製の和風だしの素は使用しないこと。 

サ  受託者は、調理に際して、彩りやテクスチャーを大切にした調理に努めるこ

と。  

シ  受託者は、調理に際して、素材と早く和えると離水すると考えられる和え物、

浸し物等は提供する時間を十分考慮のうえ、調理する時間に配慮すること。  

ス  受託者は、特別食の調理では、調味、香辛料、硬さ、量および食材に制限が

あるので、各々に応じた調理を行うこと。  



セ  受託者は、きざみ食形態や嚥下訓練食等（ゼリー状、ペースト状等）の形態

をとどめにくい食事については、食欲が出るようできる限り成形、盛付等に配

慮し、工夫に努めること。また、極細きざみ食の様に食塊形成しにくい食事形

態や材料を使用する場合は、粘度調整剤を用いたあんかけをかける等、食べや

すさに配慮すること。 

ソ  受託者は、嚥下訓練食の調理に際し、日本摂食嚥下リハビリテーション学会

「嚥下調整食分類2013」に基づき作成し、できる限り手作りの料理を提供し、

喫食率の向上に努めること。  

タ  受託者は、食物アレルギーのある患者にアレルギー原因物質が混入しないよ

う細心の注意を払って調理を行うこと。  

チ  食事の時間区分は、朝食は７時３０分、昼食は１２時、夕食は１８時までと

しているが、それ以降に食事を提供する必要が生じた場合は、受託者は適切に

対応し、提供すること。  

ツ  使用食材及び調理中または調理後の料理の試食について、受託者は当院の求

めに応じて食品及び料理等を提供すること。  

（３）盛付  

ア  受託者は、盛付作業に際し、使い捨て手袋およびマスク等を着用して、衛生

面に十分に配慮すること。  

イ 受託者は、食する患者の立場に立った盛り付けに努めること。  

ウ  受託者は、温冷配膳車を使用した配膳であることを考慮して、適正に盛り付

けること。  

エ  受託者は、適温での給食が提供できるように努め、温冷配膳車の温度表示を

確認して食事を入れ込むこと。  

オ  受託者は、配膳車を使用して温かい料理を配膳する際、蓋をする等の工夫を

して乾燥および脱水等を防ぎ、適切な品質を維持して提供するよう努めること。  

カ  受託者は、配膳トレイへの食事のセットが完了した時および配膳トレイを格

納した時には、献立指示事項の再確認および過不足の有無などを点検および記

録し、異物混入および誤配膳等が発生しないよう努めること。  

（４）配膳及び下膳  

ア  受託者は、配膳および下膳は、定められた方法で入院患者等に迷惑がかから

ないよう十分留意して行うこと。  

イ  受託者は、配膳車および下膳車を用いて配膳および下膳を行うこと。また、

配膳車を用いないで配膳しなければならない場合は、適温での提供および衛生

面等に十分配慮すること。 

また、配膳および下膳に使用するエレベーターは、スタッフエリアに於ける

専用エレベーターを使用し、配膳車および下膳車の走行については、決められ

たルートを安全かつ低速とすること。 

なお、万一、施設やエレベーターに汚損等を与えた時は、直ちに当院に報告



すること。 

  ウ  食事時刻は、次のとおりとする。なお、食事時間の変更を求められたときは

応じること。 

食事時刻 

朝食 ７：３０ 

ドック昼食 １１：３０ 

昼食 １２：００ 

夕食 １８：００ 

  エ 管理栄養士または栄養士による検食時間は、次のとおりとする。 

検食時刻 

 当院 受託者 

朝食 8：15 7：00 

昼食 11：15 11：15 

夕食 17：15 17：15 

オ  配膳および下膳の時刻は、次のとおりとする。 

  配膳車搬送時刻 下膳車回収時刻 

朝食 ７：１５ ８：４０ 

昼食 １１：４５ １３：００ 

夕食 １７：４５ １９：００ 

  カ  検査待ち等の延食および分回食等の配膳時間 

  延食 分回食 遅配膳 おやつ 

朝食後 １０：００ １０：００   １０：００ 

昼食後 １５：００ １５：００ １３：４５ １５：００ 

  キ  受託者は、食事の追加及び不足等に際しては、その調理および配膳ならびに

下膳に応じること。  

ク  受託者は、緊急入院及び緊急指示変更があった場合は、その調理および配膳

ならびに下膳に応じること。  

ケ  受託者は、夜食等の必要性が生じた場合は、その調理および配膳ならびに下

膳に応じること。  

コ  受託者は、各病棟の定められた位置まで配膳を行うこと  

サ  受託者は、各病棟への配膳車搬送開始の出発時間を厳守すること。  

シ  受託者は、配膳車を操作するとき、前後左右の安全を確認し、事故防止に努

めること。また、操作に不慣れな従事者に対しては、十分な訓練を行うこと。  

ス  受託者は、下膳の際、下膳車におしぼり等の病棟所有物および患者私物が入

っていないかを確認し、厨房に下膳する。下膳後の下膳車および配膳トレイな

らびに食器等の中に患者の所有物等が入っていた場合は、次回の搬送の際に病

棟へ返却すること。なお、医療器具等の病棟所有物が下膳された場合は、当該

病棟へ連絡し当該物品の引き取りを依頼すること。また、注射針等の医療廃棄



物の取り扱いには十分注意すること。 

セ  受託者は、下膳、仕分け、残飯、予備食分処理作業および後片付けを適切か

つ衛生的に行うこと。  

ソ 受託者は、食事提供患者に対し、配茶を行うこと。（予定であるため、提供

方法、管理、準備等は、別途協議により決定する。） 

（５）調理機器、器具および食器等の洗浄ならびに消毒および保管  

ア  受託者は、調理施設、設備、機器および器具等の使用後は、適切に洗浄およ

び消毒を行い、衛生的に保管ならびに維持管理をすること。  

イ  受託者は、床面も上記と同様に衛生的に維持管理をすること。  

（６）厨芥類および残飯等の処理  

ア  受託者は、厨芥および残飯等の廃棄物の取り扱いについても衛生的に行うこ

と。  

イ  受託者は、厨芥は分別し、所定の経路で搬出すること。  

ウ  残飯は、残飯庫に収納および保管する。その後、廃棄物処理業者により搬出

および廃棄されるが、受託者は残飯庫も上記と同様に衛生的に維持管理をする

こと。  

 

７．（施設、設備、機器及び器具等の管理）  

（１） 受託者は、給食施設、設備、調理機器、器具および食器等について、受託者

が作成する取り扱いマニュアルにより、適正に保守および管理をすること。ま

た、そのマニュアルを掲示若しくは供覧するなどし、従事者の操作ミスなどに

よる機器の損傷および作業事故の防止に努めること。  

（２） 受託者は、調理施設および設備の取り扱いについての習熟に努め、これらの

破損や故障、または事故等が起こらないよう日常の保守管理を徹底すること。    

また、機器等の動作不良および異音ならびに水、蒸気およびガスの漏れなど、

故障や事故につながる恐れのある事象に対し十分注意を払い、これらの事象が

あるときは、直ちに当院の職員に連絡し、指示を受けること。  

（３） 当院は、受託者の従事者の操作ミスによる施設の破損および機器の損傷にか

かる修理費用を受託者に請求をすることができる。  

（４） 受託者は、給食関係施設内における電気、ガスおよび水道の使用後ならびに

出入り口等の施錠に際し、最終点検表等を作成して安全確認を行い、その結果

を記録および保管すること。  

（５） 受託者は、食器および配膳トレイ等の使用に際しては適切に丁寧かつ衛生的

な取り扱いに努め、これらに不足が生じることのないように管理すること。 

また、当院において食器および配膳トレイを調達し、受託者に無償で貸与し

た場合はその破損数について記録し、当院の点検を受けるものとする。  

（６） 受託者は、厨房床面およびグリストラップの日常的清掃に努めるとともに、

プレハブ冷凍冷蔵庫、排水溝、空調ダクトフィルターおよび壁面等の厨房施設



の定期的な清掃を行い、衛生的環境の維持ならびに整備を行うこと。  

（７） 受託者は、更衣室および休憩室の維持管理に留意し、清掃は毎日行うととも

に室内の整理整頓に努め、職場環境の向上に努めること。  

（８） 受託者が購入する調理関係消耗品等は、受託者が適正に管理すること。  

（９） 厨房機器の配置については、別記「厨房機器参考資料」を参照。 

 

８．（衛生管理）  

（１） 受託者は、ＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）の概念に基づき、衛生管理を

行うこと。  

（２） 受託者は、衛生管理について下記の法令等に定める基準を遵守し、履行する

こと。  

ア  医療法（昭和２３年法律第２０５号）  

イ  医療法施行規則（昭和２３年厚生省令第５０号）  

ウ  食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）  

エ  弁当及びそうざいの衛生規範（昭和５４年６月２９日環食第１６１号）  

オ  大量調理施設衛生管理マニュアル（平成９年３月２４日衛食第８５号）  

（３） 受託者は、上記の規程等に遵守した衛生管理に関するマニュアルを作成し、

それに基づき実施すること。  

（４） 受託者は、上記のマニュアルおよび当院の指示に基づいて衛生管理点検を行

い、当院に書面で確認を受けること。  

（５） 受託者は、上記のマニュアル等に基づき、改善措置等を講じる必要がある場

合はこれに対応すること。  

（６） 受託者は、別記「清掃一覧表」に基づき、調理場を毎日作業終了後必ず定め

られた方法で清掃を行い、常に清潔保持に努めること。  

 

９．（業務管理）  

（１） 受託者は、予め業務分担および従事者配置表を作成および掲示し、従事者に

周知するとともに、当院の確認を受けること。  

（２） 受託者は、予め作業計画書を、また実施後は作業報告書を作成し、当院の確

認を受けること。  

（３） 受託者は、勤務表（計画および実績）を作成し、当院の確認を受けること。  

（４） 受託者は、予め各従事者に勤務表および業務分担表を十分確認させ、業務に

不都合が生じることがないよう努めること。  

（５） 受託者は、連絡事項等の周知徹底が円滑に図ることができるよう毎日朝礼、

または昼礼を行うこと。また、その内容を記録し、掲示等を行い欠席者にも周

知を図ること。さらに、その記録を当院に報告および提出すること。なお、当

院の職員も必要に応じて参加することができるものとする。  

（６） 受託者は、定期的に職場内会議を開催し、業務が円滑に行えるよう体制の整



備を行うこと。  

（７） 受託者の総括責任者は、当院の監督者と日々ミーティングを行う等、業務が

円滑に行えるよう体制の整備を行うこと。  

（８） 受託者は、当院と受託者の両者による定期的な会議を開催する等、業務が円

滑に行えるよう体制の整備を行うこと。 （月1回程度） 

（９） 受託者は、提供した食事について患者等から献立および調理方法等の情報提

供の申し出があった場合は適切に対応すること。  

（１０） 受託者は、給食に対する患者等からの苦情については、当院と協力し適切

に対応すること。  

（１１） 受託者の従事者は、当院の業務遂行に支障をきたすような行為をしてはな

らない。また、その行為があった場合は、当院は受託者に対して従事者の交

替を求めることができるものとする。 

（１２） 受託者は、従事者が関係法令等に違反することの無いよう十分に留意し、

指導および監督すること。  

（１３） 受託者は、当該職場の秩序を守り、給食業務等の事故防止および衛生管理

に万全を尽くすとともに、火災等の防止に努めること。  

（１４） 受託者は、受託者の従事者以外を栄養管理室内に入れる必要がある場合 

は、事前に当院の監督者に申し出て許可を得ること。  

（１５） 受託者は、当院の病院機能評価に係る受審に協力すること。  

 

１０．（危機管理体制）   

（１）  受託者は、食中毒発生時におけるマニュアルを作成し、当院に提出するこ

と。  

（２） 受託者は、食中毒が発生した場合、患者食の確保を図ること。  

（３） 受託者は、天災地変および火災等における緊急時のマニュアルを作成し、 

当院に提出すること。 

（４） 受託者は、天災地変または火災等が発生した場合、患者食の確保を図ること。 

（５） 受託者は、上記以外の緊急事態が発生した場合においても、患者食の確保を

図ること。 

（６） 受託者は、非常時（食中毒、地震および火災等）に備え、非常食を整え備 

蓄し、緊急時に備えること。  

（７） 受託者は、代行保証制度へ加入するなど、非常時の食事提供体制を整備して 

おくこと。  

（８） 受託者は、非常時に備え緊急連絡網を整備し、迅速な対応が出来るよう体制

の整備を行うこと。  

 

１１．（研修）  

（１） 受託者は、総括責任者のもと業務責任者および従事者に対し、病院における



食事療養の役割を認識させ、かつ技量を高め、業務が安全、確実および迅速に

行えるよう、教育ならびに研修を行うこと。また、研修計画を立案および実施

し、その結果を当院に報告すること。  

（２） 受託者は、従事者に対し、個人情報保護の重要性についての認識を深めさす

とともに、個人情報の適正な取り扱いに資するための教育ならびに研修を行う

こと。  

（３） 受託者は、従事者に対し各種研修会等への参加を推進すること。  

（４） 受託者は、当院から院内研修会への参加要請または自主研修の実施要請があ

ったときは、従事者に参加させること。  

 

１２．（労働安全衛生） 

（１） 受託者は、労働安全衛生法に基づき、従事者の労働安全衛生に常に配意する 

こと。  

 （２） 受託者は、従事者の健康管理計画を作成し、実施すること。  

（３） 受託者は、勤務する全ての従事者について、定期健康診断（年１回）および

検便（月１～２回）を実施し、その検査結果を確認し、問題が生じた場合は適

切に対処すること。また、その結果ならびに対応等について記録を作成し、当

院に報告および連絡等を行うこと。  

（４） 受託者が従事者に対し行う検便の実施項目は、赤痢菌、サルモネラ菌、腸チ

フス、腸炎ビブリオ、コレラ、Ｏ－１５７、Ｏ－２６、Ｏ－１１１及び虫卵塗

沫とする。なお、必要に応じてノロウイルスについても検査を実施すること。  

（５） 受託者は、インフルエンザ等の感染症について当院から抗体検査や予防接種

の要請があった場合は、集団予防の見地から適切に対応すること。 

（６） 受託者は、定期健康診断および検便等ならびにインフルエンザおよびその他

感染性疾患発生時における対応マニュアル等を整備し、問題が生じた場合は適

切に対処すること。 

（７） 受託者が行う定期健康診断や検便の結果およびその他問題が発生した場合は、

対応を記録、保管および管理をし、当院の求めに応じて開示できるようしてお

くこと。  

（８） 受託者は、受託業務の履行中に事故が発生した場合は、適切に対処するとと

もに、速やかに本社ないし支店担当責任者及び総括責任者等から当院に報告お

よび連絡し、必要に応じて指示等を受けること。  

（９） 受託者は、事故防止策を策定し、事故発生の防止に十分な配慮を行うととも

に、発生時には速やかにインシデントレポートないし事故報告書を提出するこ

と。  

 

１３．（協力要請） 

（１） 受託者は、当院が行なう「ふれあい看護体験」等の研修の際に、要請に応 



じて食事の提供をすること。 

 （２） 受託者は、栄養サポートチームおよび褥瘡対策チームに協力し、食事提供の

面からチーム医療活動に協力し、貢献すること。  

 （３） 受託者は、当院において開催される栄養管理部門が関係する研修会等におい

て、食事の提供内容等に関わる内容により食事サンプル等の提供の必要性が生

じた場合は、当院の求めに応じて協力すること。 

 （４） 受託者は、外部機関の立ち入り検査、指導および各種届出などの当院が行う

事業について、当院の求めに応じて協力すること。また、立入検査当日の対応

も協力すること。 

 （５） 受託者は、当院が請け負った栄養士等の実習生の指導に対して、食事提供に

関する献立作成、調理業務等の実務の指導について、当院の求めに応じて協力

すること。  

 （６） 受託者は、当院の実施する防災および災害訓練について、当院の求めに応じ

て協力すること。  

 （７） 受託者は、治療の上で必要な検査食（アレルギー負荷試験、嚥下内視鏡検査、

嚥下造影検査）が必要な場合は、要請に応じて提供すること。 

 

 

    


